
⒈ ①

②

東大

【語句リスト】

～の下の に 巨大な 火山 爆発する を引き起こす

一面の 厚い 灰

⒉ ①

②

③

東大

【語句リスト】

命令 ～を意図する の電源を入れる おまけに､更に加えて

自分自身で
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【解答＆解説】

⒈

【解説】

①

これは がＭ 場所を表す副詞 、 が、

がで、ＭＶＳの倒置構文になっている を参

照せよ 。文頭の は「深く」という意味の副詞で を修飾してい

る。

～
↑ Ｍ ↑  

②

が、 が、 節全体がＯのＳＶＯ構文。したがってこの

は、よくわからなかったら「思っている」くらいの訳でいい（

を参照せよ）。

問題は 節内の文構造。

⒈末尾にクエスチョン・マークもないのに と疑問文の語順になっている

⒉節内に助動詞の過去形 が使われている

この２点から、これが の省略された 仮定法であることを見抜き、 ～ の

部分を元の のついた形に戻してみる。すると「 Ｓ Ｖ 原形 ～ もし仮に

Ｓが～なら」の構文が浮かび上がってくる（ を参照せよ）。

⇒

【解答】

「①カリフォルニア州とワイオミング州の地中深くには、２つの巨大だが活動はしていない

火山がある。②もし仮に爆発したら、これらの超巨大火山は大地震を引き起し、そしてアメ

リカ西部を厚い一面の灰の下に覆い隠すだろうと科学者たちは考えている」
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⒉

【解説】

①

全体は が、 が、直後の 節がＣの ＳＶＣ構文。

～ ～
↑  Ｃ

の は「～に関して は 」と訳す「関連の 」。

②

が、 が、 節がＯの ＳＶＯ構文。 節内の は「

原形 ～ Ｏに～するように言う」の受け身。直後の 節は、カンマで区切ら

れ、文の骨組みからははずれているので「～であろうとなかろうと」と訳す（

を参照せよ）。

③

節中盤の は接続詞で、否定文の後に続き、「もまた～ない」と訳す。直後は疑問文

の語順になる（ を参照せよ）。

～ ～

疑問文の語順

【解答】

「①現代のコンピュータに関する 関わる 最も大きな問題のうちの１つは、コンピュータが

全ての命令に機械的に従うということである。②コンピュータは、我々がそれを意図してい

ようといまいと、するように命じられたことをする。③おまけに、コンピュータは自分の手

で電源を入れることもできないし、コンピュータ自らの手で全く新しいことを始めること

も決してできない」
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”わかる！”英文読解動画セミナー ７


